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第１節  計画の中間見直しにあたって 

１ 計画策定の背景と趣旨 

 生涯を通じて自分らしくいきいきと暮らすことは、すべての市民の願いであり、健

康はその実現のために欠かせないものです。健康づくりは市民一人ひとりが自ら取り

組むことは基本ですが、関係機関を含めた社会全体で市民の健康を支える環境づくり

が重要となっています。 

口腔の健康は国民が健康で質の高い生活を営む上で基礎的かつ重要な役割を担っ

ています。わが国では、日常生活における歯科疾患の予防に向けた取り組みが口腔の

健康に極めて有効であると「歯科口腔保健の推進に関する法律」として示されていま

す。歯科保健医療を取り巻く現状として小児のむし歯は減少し、また 80 歳で 20 本

以上歯を残す 8020（ハチマル・ニイマル）の達成者は増加しています。しかしなが

ら、成人の約 7 割が歯周病に罹患し、進行した歯周病のある者の割合は改善していま

せん。 

新潟県では平成 20 年度には「新潟県歯科保健推進条例」を制定し、県民の生涯に

わたる歯・口腔の健康づくりの推進をしてます。また平成 25 年度に「歯科保健医療

計画」を策定し、子どものむし歯の地域差、成人の歯科健診の受診率が低いため、さ

らなる歯科保健施策の充実をし、歯の喪失予防、口腔機能の維持・向上をし、健康寿

命の延伸に寄与するとしています。 

 これまで佐渡市では、国や県の計画の基本的な方向性と整合性を保ちつつ、「市民

が健康で生き生きと自分らしい豊かな人生を送る」ことを目指している「健幸さど 21」

計画を基本計画に、平成２３年度に「第 1 次佐渡市歯科保健計画」、平成２７年度に

は「第 2 次佐渡市歯科保健計画」を策定し、歯科口腔保健を推進してきました。 

この度、「第 2 次佐渡市歯科保健計画」の策定から５年が経過したことを受け、国

や県の最新の動向を踏まえ、市民一人ひとりの健康づくりとそれを支える地域社会づ

くりをさらに発展させていくために、計画の進捗状況を確認し、また社会の状況・生

活や価値観等の変化にあわせた目標の再設定を行い、今後、健康づくりに活かすため

に、見直しをするものです。 
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２ 計画の位置づけ 

 本計画は、国の「歯科口腔保健の推進に関する法律」および「新潟県歯科保健推進

条例」に基づく市町村歯科保健計画です。 

 市の最上位計画および、他の関連計画「佐渡市高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画」「子ども・子育て支援計画」などの各種計画との整合性を図り、社会情勢の変化

を考慮して、今後の健康づくり推進の基本的な方針を示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

  

<健康づくりの 3 計画（健幸さど 21 計画、歯科保健計画、食育推進計画）> 

健康づくりに関する 3 計画では、「健幸さど２１」第 2 次計画を基本計画とし、歯

科保健と食育推進のために策定した「第 2 次佐渡市歯科保健計画」「第 2 次佐渡市食

育推進計画」と共通の視点で一体的に健康づくりを推進しています。 

 

計画の名称 根拠法        主な施策の方向性 

「健幸さど 21」

第 2 次計画 

   

健康増進法 生活習慣（食習慣・運動習慣・喫煙）の改善 

生活習慣病の重症化予防、フレイル予防の推進 

市民協働の健康づくりの推進 

第 2 次佐渡市 

 歯科保健計画 

歯科口腔保

健の推進に

関する法律 

幼児期のむし歯有病率を下げる取り組み 

歯みがき習慣、適正な口腔ケア、生活習慣の定着 

歯科健診の受診率の向上 

第 2 次食育推進 

計画 

食育基本法 健康につながる食生活の確立 

世代を超えたつながりの中での「食」の伝承 

「健幸さど２１」第 2次計画 

第 2 次佐渡市歯科保健計画 

第 2 次佐渡市食育推進計画 
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また、健康づくりの目指すゴールおよび世代別取組（育ち盛り世代・働き盛り世 

代・活躍盛り（高齢者）世代）と市民協働の地域づくりの視点で検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の期間 

計画の期間は、平成 28 年度から令和 7 年度までの 10 年間です。計画の推進に

あたって、計画の中間年にあたる令和 2 年度に中間評価をし、見直しを行うととも

に、令和 7 年度に最終評価をします。 

 

 

平成 23 年度 

～2７年度 

平成 2８年度 

～令和 2 年度 

令和 3 年度～令和 7 年度 

 

 

佐渡市歯科保健計画 

 

 

 

 

 

第 2 次 

佐渡市歯科保健計画 

「健幸さど 21」 

第 2 次計画 

 

第 2 次 

佐渡市食育推進計画 

市
民
協
働
・
地
域
づ
く
り 

しまびと 

元気応援団 

世
代
別
取
組 

育ち盛り世代 

働き盛り世代 

活躍盛り世代 

健康推進協議会 

地域ぐるみの 

健康づくり 

育ち盛り世代 

働き盛り世代 

活躍盛り世代 

障がい 

要介護 

健康につながる食生

活 

 

地産地消と食の安全 

食文化の理解・継承・発

展 

 

食を通じたコミュニ

ケーション・感謝の心

の育成 

「第 2 次佐渡市歯科保健」計画 

中間 

見直し 
評価・

見直し 
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第 2 節 佐渡市が目指す健康づくり 

１ 健康づくりの考え方

佐渡市では、病気を減らし元気を増やす健康づくりを推進し、「自分が元気に、

家族や仲間が元気に、地域が元気に！」を合言葉に、元気の循環による活気あふ

れる地域づくりを目指しています。 

 

年々多様化・複雑化する健康問題は、個人の努力だ

けでは解決できないことが多くなり、これからは一人

ひとりの価値観や生き方を認め合いながら、人と人と

の“絆”、地域や関係機関の“つながり”と“協働”を

強化し、地域ぐるみで健康づくりを推進することが大

切になります。 

 

 

 

 

 

 

元気を増やし病気を減らす「総合的健康づくり」 

佐渡市では「健康」の定義を“病気などの心身のマイナス要因と元気という

プラス要因が、その人らしく調和している状態”とします。 

健やかな「こころ」と「からだ」をつくり、健康寿命の延伸と生涯現役を目

指します。 

｢人づくり｣と｢つながり｣を

大切にする健康づくり  

 

人が人を元気にし、地域を元気に

します。一人ひとりを認め合い、思

いやりをもって、力を出し合う関係

をつくります。 

そして、地域のつながりを大切に

した健康づくりを進めます。 
 

    

主役は市民、みんなで 

力を出し合い健康づくり 

 

健康づくりの目標を共有し、市民

や関係機関・行政の連携のもとに、

市民協働の健康づくりを進めます。 

 

SIZES 
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おいしく食べて あふれる笑顔 噛めば噛むほど 健
けん

口
こう

家族 

２ 歯科保健計画の基本方針 

歯科保健計画は、「健幸さど２１」計画で進める健康づくりの目標を達成するため

に、歯や口の健康を入り口にした計画です。ライフステージ別、状態別に取り組んで

いくことを整理しました。 

 

～ みんなで目指すお口の健康づくり ～ 

キャッチコピー 

 

 

 基本方針  

 

 育ち盛り世代（おおむね 0～18 歳） 歯や口を大切にした生活習慣の確立 

 働き盛り世代（おおむね 19～64 歳） 歯や口を自分で守る生活習慣の実践 

 活躍盛り世代（65 歳以上）      おいしく食べるための生活習慣の継続 

 介護を要する方・障がいがある方 

歯や口の適切なケアによる健康の維持・向上 

 

歯や口の健康は、こころと体の健康を支える大きな柱であり、いきいきとした健

やかな人生を送るために欠くことのできないものです。 

自分の歯や口を大切にすることは、おいしく食べるためだけでなく、全身の病気

も予防します。 

また、その人らしい笑顔や豊かな表情をつくり、良好なコミュニケーションを育

むことにもつながります。 

佐渡市は少子高齢化が急速に進んでいます。歳をとっても、食事をおいしく楽し

んで食べるために、子どもの頃からよく噛んで食べることや、歯や口の健康管理を

習慣づけることが大切です。 

家族、職場、地域の中で歯や口への意識を高めて、口腔内の健康管理を推進する

ことで、子どもたちにも歯や口を大切にする意識が芽生え、適切な行動が取れるよ

うになります。 

佐渡市全体で歯や口を大切にし、健口で豊かな人生が送れるように、みんなで力

を合わせて健康づくりに取り組みます。 
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３ 健康づくりを推進する体制 

 

佐渡市では、「佐渡市健康づくり推進懇談会」を設置して市民主体の健康づくり

を推進しています。懇談会を中心として、市民、地域、関係機関、団体、行政が連

携して、地域全体で「健幸さど２１」第 2 次計画・第 2 次佐渡市歯科保健計画・

第 2 次佐渡市食育推進計画」の目標達成に努めます。さらに、歯科保健の推進に関

しては、県が開催する歯科保健調査企画連携協議会との連携を強化しています。 

 市民一人ひとりが力を出し合って、市民協働の健康づくりを推進します。そして、 

自分の健康、家族や仲間の健康、地域の健康づくりに関心を持ち、“人づくり”と 

“つながり”を大切にした健康づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関 

行政 

職場 
事業所 

医療 

地域 
自治会 

地区組織 

介護 

福祉 

しまびと 
元気応援団 

健康づくり 

推進懇談会 

幼稚園・保育園 
学校 
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第１節 歯科保健計画の目的・基本的考え方 

育ち盛り世代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

働き盛り世代 

 

 

 

 

 

 

中目標２  

定期的に歯科健診

を受ける。  

 

・健診の必要性を理解して受ける。 

歯
や
口
を
大
切
に
し
た
生
活
習
慣
の
確
立 

 大目標 親子でむし歯を予防する。  

中目標１  

親子で歯みがき習

慣をつける。  

 

・正しい歯みがき方法を身につける。 

・仕上げみがきの習慣をつける。 

 

・必要に応じて歯科受診をする。 

中目標４  

妊娠期から自分と

子どもの歯や口の

健康を意識する。 

・定期的に歯科健診を受ける。 

・自分の歯や口に関心を持つ。 

・歯を丈夫にする方法を学び実践する。 

 

・妊娠期の歯の健康が胎児に影響することを理解する。 

・妊娠をきっかけに生活習慣を見直す。 

歯
や
口
を
自
分
で
守
る
生
活
習
慣
の
実
践 

中目標１  

歯や口の健康が

全身の健康につ

ながるというこ

とがわかる。  

 

・歯や口の健康を守る意識を持つ。 

・歯や口の健康を守る生活習慣を実践する。 

中目標２  

歯肉炎やむし歯に

なったら早めに受

診する。  

中目標３  

歯や口の健康の大

切さがわかる。 

大目標 歯や口の健康を意識した生活を送る。 
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活躍盛り世代 

 

 

 

 

  

 

 

 

介護を要する方、障がいをもつ方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中目標１ 

歯や口の健康に関心を持

ち続け、正しい歯みがきの

仕方や入れ歯の手入れ方

法を知り、実践する。 

  

  中目標２  

何でもおいしく食べられ

るように、噛む力、飲み込

む力の低下を防ぐ。  

 

・歯科相談や歯科健康教育に参加する。 

・歯周病健診を受ける。 

・かかりつけ歯科医を持ち、適切な受診をする。 

・よく噛む、よく話すなどお口の健康づくり

に取り組む。 

・自分に合った入れ歯を使い、おいしく食べ

る。 

歯
や
口
の
適
切
な
ケ
ア
に
よ
る
健
康
の
維
持
向
上 

大目標 歯や口の健康は全身の健康につながることを意識した生活を送る。  

中目標１  

歯科治療や口腔ケ

アを受ける。  

中目標２  

介護をする人が、

適切な口腔ケアに

ついての意識を高

める。  

 

・定期的に歯科健診や歯科治療を受ける。 

・適切な口腔ケアを実施する。 

 

 

・介護者が、適切な口腔ケアを実施する。 

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
生
活
習
慣
の
継
続 

 大目標 いつまでもおいしく楽しく食べて健康を保つ。  
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第２節 基本方針別取組 

１ 育ち盛り世代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯や口を大切にした生活習慣の確立 

 

1 親子で歯みがき習慣をつける。 

２ 歯肉炎やむし歯になったら早めに受診する。 

３ 歯や口の健康の大切さがわかる。 

４ 妊娠期から自分と子どもの歯や口の健康を意識する。 

１ 食べたら磨く歯みがき習慣を身につける。 

２ 規則正しい生活習慣・食習慣を身につける。 

基本方針 

重点取組 

中目標 

親子でむし歯を予防する。 

 

大目標 

目指す姿（願い） 

・ 規則正しい食習慣や歯みがき習慣などの生活習慣を身につけて、親子で実践で

きる。 

・ 歯や口の健康を守ることで自分の体に関心をもち、いのちを大切にできる。 
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（１）現状 

生涯を通じて健康であるためには、育ち盛り世代から歯や口を大切にした生活

習慣が基本となります。 

保育園全園で昼食後の歯みがきや仕上げみがきの取組を実施しています。家庭

と保育園・幼稚園・学校の両輪で歯科保健は成り立っていると言えます。 

  

 

 

 

 

   生まれてくる子どもに、むし歯菌をうつさないためにも、周りの大人の歯の治

療は大切です。また歯周病のある妊婦は早産、低体重児出産のリスクがあること

からも、妊婦歯科健診を積極的にすすめています。 

 

 
 

 

40.7 39.4 40.9 
44.0 

0

10

20

30

40

50

H27 H28 H29 H30

(%) 妊婦歯科健診受診率

目標値50％

寝る前に仕上げみがきを毎日し

ている子は平均 85％でした。 

 

81.9
81.8 81.7

86.1 84.2

78.1 82.9 88.0 88.0 85.9

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30 R1

(%) 仕上げみがきを実施している割合

1.6歳児 3歳児

 

 

 

【佐渡市妊婦歯科健診】 

【乳幼児健診アンケート げんきなからだ作りチェック表】 

 

86.9 86.9 89.3 85.7 88.7

89.2 89.0 91.0
92.7 90.6

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30 R1

(%) おやつの回数や量を決めている割合

1.6歳児 3歳児

目標としている 50％の値

に達していません。 
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【小児の歯科疾患の現状と歯科保健対策および乳幼児等歯科健康診査実施状況（新潟県）】 

1.7 1.7

3.0 

0.8

1.5
1.2

1.5
1.1 0.9 0.7

0

1

2

3

4

H26 H27 H28 H29 H30

(%)
1歳６か月むし歯有病率

佐渡市 新潟県

1 歳 6 か月から既にむし歯

のある子が多い状況です。 

2.22 2.13

1.21 1.13

0

2

4

H30 R1

(本)
5歳児一人平均むし歯数

佐渡市 新潟県

0.25 0.26

0.34 0.33

0

0.2

0.4

H30 R1

(本)
12歳児一人平均むし歯数

佐渡市 新潟県

0.07

0.05

0.08

0.01

0.05

0.03
0.04

0.03
0.02 0.02

0

0.05

0.1

H26 H27 H28 H29 H30

(本)
1歳6か月児一人平均むし歯数

佐渡市 新潟県

1
1.19

1.06

0.74
0.6

0.46 0.41 0.42 0.34 0.3

0

0.5

1

1.5

H26 H27 H28 H29 H30

(本)
3歳児一人平均むし歯数

佐渡市 新潟県

13.2 12.1

15.6 15.6

0

5

10

15

20

H30 R１

(%)

12歳児むし歯有病率

佐渡市 新潟県

48.9 46.3

28.7 26.8

0

20

40

60

H30 R１

(%)
5歳児むし歯有病率

佐渡市 新潟県

3 歳児のむし歯本数は新潟

県より高く、H30 年は県内

ワースト１位でした！ 

永久歯に生え変

わると、一人平均

むし歯数は、新潟

県の平均より低

くなります。 

24.0 24.1 24.1

19.9 21.4

13.9 12.5 13.0 
10.7 9.5 

0

10

20

30

H26 H27 H28 H29 H30

（%） ３歳むし歯有病率

佐渡市 新潟県

３歳になると、

むし歯有病率

が増加します。 
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【朝ごはん歯みがきがんばりカード集計結果】 

朝ごはん歯みがきがんばりカード集計結果 

実施期間：令和元年６月３日（月）～６月３０日（日）までの２８日間 

対  象：佐渡市内の保育園・幼稚園・認定こども園に通う 

１歳児から５歳児までの全園児 

＜朝に歯みがきをした割合＞ ＜デンタルフロスをした割合＞ 

＜朝ごはんを食べた割合＞ 

63%
25%

12%

毎日（２８日）できた
１～６日できなかった
７日以上できなかった

34%

19%

47%

毎日（２８日）できた
１～６日できなかった
７日以上できなかった

83%

13%
4%

毎日（２８日）食べた
１～６日食べなかった
７日以上食べなかった

毎朝、歯みがきをした児は 

約６割でした。 

全体の約８割の児は毎日朝ごは

んを食べていました。 

全クラスとも８割を超えており、

クラス別の大きな差は見られま

せんでした。 

毎日、デンタルフロスをし

た児は約３割でした。 
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目標値の評価 

 

育ち盛り世代 出典 策定時 
現状値 

H30 年 

目標値 

R2 

達成 

状況 

１ 

おやつの回数（１日２回以

下）や量を決めている割合 

（1 歳 6 か月歳児、３歳児） 

 

乳幼児健診アンケー

ト げんきなからだ

作りチェック表 

87.8% 89.2％ 90.5% 〇 

２ 

仕上げみがきを実施してい

る割合 

（1 歳 6 か月歳児、３歳児） 

78.5% 87.1％ 80.0% ◎ 

３ 
１日 3 回歯みがきを実施し

ている割合（小学生） 

小児の歯科疾患の現

状と歯科保健対策お

よび乳幼児等歯科健

康診査実施状況（新

潟県） 

49.7%  80.0% ― 

４ 12 歳児一人平均むし歯本数 0.63 本 0.25 本 0.5 本 ◎ 

５ 3 歳児むし歯有病率 24.0% 21.4％ 15.0% △ 

６ 5 歳児むし歯有病率 48.3% 48.9％ 40.0% △ 

７ フッ化物歯面塗布受診率 

佐渡市 

61.6% 63.1％ 80.0% △ 

８ フッ化物洗口実施者率 84.8% 90.3％ 90.0% ◎ 

９ 妊婦歯科健診受診率 38.0% 44.0％ 50.0% 〇 

◎：目標達成 ○：目標に達していないが改善傾向 
△：変わらない（変化が±１％以内） ×：未達成 

フッ化物洗口実施率

は、年々上昇してい

ます。 

フッ化物歯面塗布の開始を生後９か月

からに拡充したことや、乳児健診から

歯科衛生士の指導により向上したと考

えられます。 

 

83.4 86.5 88.8 90.3

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

フッ化物洗口実施率

 

54.8 52.1 52.9
63.1

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

フッ化物歯面塗布受診率
(%) (%) 
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（２）これまでの振り返り 

【取組の状況】 

〇 妊娠期からの働きかけ 

妊婦歯科健診を実施しています。またパパとママのためのマタニティセミナー

では、妊娠期の口腔ケアについて歯科医師の講話を実施しています。 

〇 歯科保健指導の実施 

乳児健診では、平成 29 年度より９～10 か月児に、令和 2 年度からは対象を

全受診児に拡大し、歯科衛生士による保健指導を実施してきました。幼児健診で

は、歯科健診で要治療児に診療依頼書を発行し受診勧奨をしました。また、保健

師や歯科衛生士が保育園等での歯科教育を実施しました。 

〇 フッ化物の利用 

生後９か月から４歳になる児に年４回フッ化物歯面塗布券（無料券）を配布し

ました。歯科医院で初めての塗布時には感謝状を、年４回塗布した児には皆勤賞

と景品を贈呈しました。 

また、令和元年度からは 1 歳６か月児健診で、希望者へのフッ化物歯面塗布を

開始しました。 

〇 歯科医師会との連携 

平成29年9月には歯科医師会と連携し、「さど歯っぴーキッズプロジェクト」 

  を立ち上げ、定期的な意見交換を行い、様々な活動へと結びついています。 

また「しまびと元気まつり」では、むし歯のない 3 歳児とその保護者への表彰 

  や歯科コーナーの設置、住民への啓発活動を行いました。 

〇 健康推進協議会やしまびと元気応援団による普及啓発 

   佐渡市健康推進協議会やしまびと元気応援団のグループが、むし歯予防の紙芝

居や演劇を、保育園や幼稚園、学校で実施しました。 

【評価】 

おやつの回数や量を決めている人や、仕上げみがきを実施している人の割合の

増加など成果が見られています。４歳児から中学生まで実施しているフッ化物洗

口の実施率も年々増加しています。 

また保育園や幼稚園で朝ごはん歯みがき頑張りカードで調査した状況による

と、朝食を食べる幼児が 8 割おり、毎日デンタルフロスをする幼児は３割おり、

毎朝歯磨きを実施する幼児は６割でした。 

【課題】 

1 歳６か月児や３歳児、５歳児のむし歯が新潟県平均より高く、12 歳の乳歯

から永久歯に生え変わった後は平均値を下回っています。永久歯に生え変わるま

でのむし歯予防が大切なため、フッ化物歯面塗布やフッ化物洗口の実施と、家庭

や保育園や幼稚園・学校での歯みがき習慣、またジュースやおやつの与え方など
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の食習慣や生活習慣と合わせた対策が必要です。 

最近、噛まない、口呼吸、早食い等の問題が出てきており、噛めないことでの

食事への影響や早食いからくる肥満や生活習慣病の予防のため、保育園や幼稚

園・学校・歯科医などと連携を図りながら取り組んでいく必要があります。引き

続き離乳食の大切さを伝えて行く必要があります 

また、高校生に対しても、取り組みの強化をしていきたいと思います。 

 

（３）今後の取組 

規則正しい食習慣や歯みがき習慣などの生活習慣の確立と合わせて、間食の与

え方、噛むことの大切さの指導を行っていきます。また保育園幼稚園と連携し、

仕上げみがきの強化や、おやつの検討、むし歯に対しては受診勧奨をしていきま

す。 

 

〇 口腔に関する意識や関心を高め、歯みがき習慣の定着にむけた働きかけの推進 

〇 規則正しい生活習慣の確立として朝食や間食の摂取への働きかけの推進 

〇 「噛む」ことを意識した事業の推進 

〇 保育園幼稚園と連携しおやつの検討 

〇 歯科医師会と連携した口腔ケアの推進 

〇 小中高等学校と連携した口腔ケアの推進 
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【それぞれの役割】 

 

ア 食べたらみがく歯みがき習慣を身につける 

乳幼児期のむし歯予防は保護者の意識が大きく影響するため、保護者が歯 

   の健康に関心をもち、実践できるような働きかけが大切です。 

子どもが自分の歯や口の健康を意識し、歯みがき習慣を身につけるように 

関係機関と連携しながら働きかけます。 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 生活習慣・食習慣を身につける 

幼児健診の結果、１日３回以上おやつを与えている状況が３割程度みられ、

年齢と共にスポーツ飲料や間食の摂取が増える傾向もあります。 

おやつの時間や内容（量）、歯を強くする食べ物や歯に良いおやつなどを広く

周知していきます。併せて噛むことの大切さについても普及します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政 
・親子料理教室を開催する。 
・食育と歯科保健を合わせた教室を実施す

る。 
・乳幼児健診などで生活習慣、食習慣、噛

むことを指導する。 

関係機関 
・健康推進員が親子料理教室

を開催する。また、おやつの
とり方について啓発する。 

・歯科医師会が歯の大切さを
啓発する。 

 

行政 
・歯科保健指導を実施する。 
・歯科衛生士による歯科健康教育を実施す

る。 
・受診勧奨後のフォローを実施する。 
・保育園や幼稚園・小学校で歯みがきがんば
りカードを実施する。 

・妊婦歯科健診を周知する。 

 

市民 
・乳児から親子で歯みがきをする。 
・小学４年生まで仕上げみがきをする。 
・学校で歯みがきをする。 
・歯科健診や歯みがき指導を受ける。 
・むし歯があったら治療する。 

関係機関 
 
・健康推進員などが保育園や

幼稚園、小学校で歯みがき
の大切さを周知する。 

・産科外来で歯科健診の PR
チラシを掲示する。 

・歯科医院で正しい歯みがき
の仕方を指導する。 

 

 

市民 

・保護者や祖父母が育児教室や地域の茶の間などに参加し、ジュースやおや

つの与え方等の情報を得る。 

・食育教室に参加する。 

・よく噛んで食べる。 
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２ 働き盛り世代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す姿（願い） 

・歯や口の健康に対する意識を高めて、適切な行動を取ることができる。 

・定期的に歯科健診が受けられるように、職場環境を整える。 

定期的な歯科健診を受けやすい環境づくりに取り組む。 

重点取組 

歯や口の健康を意識した生活を送る。 

 

歯や口の健康を自分で守る生活習慣の実践 

１ 歯や口の健康が全身の健康につながることがわかる。 

２ 定期的に歯科健診を受ける。 

基本方針 

中目標 

大目標 
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（１）現状 

生涯を通して自分の歯でおいしく食べるためには、働き盛り世代も歯や口の

健康のために適切な行動をとることが大切です。 

令和元年度歯周病検診問診項目集計結果をみると歯間部清掃器具を使って

いると回答した人や，毎日職場や外出先でも歯をみがいていると回答した人は

約４人に１人でした。また、毎日就寝前に歯みがきをしている人は約８割いま

した。このことから、この世代では、昼間の口腔ケアが後回しになりやすい状

況が伺えます。 

また、年に１回以上歯科医院で定期健診を受けていると回答した人が約４割、

仕事が忙しかったり休めず、なかなか歯科医院に行けないことがあると回答し

た人が３割いたことから、定期的に歯科健診を受けられ、必要な際には受診し

やすい体制づくりがまだまだ不十分と言えます。「症状がなくても定期健診を

受ける」「職場内で歯科保健に取り組む」などの意識が低い現状です。  

歯や口の健康は全身の健康に影響すると言われています。佐渡市の特定健診

の結果では肥満率と喫煙率が高く、間食を摂取する機会が多いと回答する人が

多い傾向にあります。さらに糖尿病・高血圧の医療費が高いという現状もあり、

生活習慣と口腔ケアを入口とした健康づくりに関する啓発が必要です。 

 

 

 

 

 

19.3%

28.8%

25.1%

30.7%

38.6%

35.5%

50.0%

32.6%

39.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

計

歯間ブラシ・フロスの使用（男女別）
毎日

時々

いいえ

15.6%

30.3%

24.3%

29.2%

26.8%

27.7%

55.2%

43.0%

47.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

計

外出先での歯みがき（男女別）

毎回

時々

いい

え

68.6%

87.7%

80.2%

17.6%

9.3%

12.6%

13.7%

3.0%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

計

就寝前の歯みがき（男女別）

毎日

時々

いい

え

就寝前に歯みがきを
している人は 80.2％
います。時間にゆと
りのある就寝前の歯
みがき習慣は定着し
つつあります。 

外出先で歯みがきを
毎 日 す る 人 は
24.3％でした。男性
の方が少ないことか
ら、意識の差のみで
なく、外仕事など歯
みがき環境が整わな
い職場があることも
想定されます。 

 

歯間部清掃器具を
使っていると回答
した人は 25.1％し
かいません。 
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【R1 歯周病検診問診項目集計結果 

（市民生活課健康推進室調べ）】40～70 歳 

 

33.3%

40.8%

37.8%

66.7%

59.2%

62.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

計

歯科医院での定期健診（男女別）

はい

いい

え

6.1%

1.8%

4.6%

9.0%

3.9%

8.4%

4.2%

0.4%

2.1%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0%

糖尿病

脳卒中

心臓病

受療中の疾患割合（男女別）

女該当

割合

男該当

割合

男女割

合

9 割の方が残存歯
20 本以上を維持で
きていますが、60
代以降になると残存
歯が少なくなる傾向
です。 

歯周病検診を受診し
た方の中には生活習
慣病で受診されてい
る方もいます。男性の
方が多いです。 

年 1 回以上歯科医院
で定期健診を受ける
と回答した人は
37.8％とメインテナ
ンスに関しての意識
はまだまだ低い現状
です。 

痛みや不具合を感じ
ても歯科医院に行け
ないと回答した人が
29.4％とこの世代の
多忙さが伺えます。 

間食（甘い食べ物や飲み
物）をしている人は毎日
と時々を合わせると
85％です。食の楽しみ
を確保しつつ、口腔から
体全体の健康維持のた
め生活習慣を整える必
要性を周知しています。 

30.5%

28.6%

29.4%

69.5%

71.4%

70.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

計

歯科医院に行けないことがありますか（男女別）

はい

いい

え

91.0%

91.2%

91.1%

9.0%

8.8%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

計

残存歯20本以上の割合（男女別）

20本以上

19本以下

15.8%

36.7%

28.5%

63.2%

53.2%

57.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

計

間食（男女別）

毎日

時々

いいえ
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目標値の評価 

＊策定時 歯の健康に関するアンケート調査（Ｈ２６）の結果 

２・４の現状値は 同様のアンケートが実施できないために評価できず。 

 

（２）これまでの振り返り 

【取組の状況】 

佐渡市では、口腔ケアに関心をもち適切な行動を意識づけるため、平成１８年

度から歯周病検診を、平成２４年度から特定健診会場内で成人歯科健診を実施し

ました。歯科健診を受けやすい環境づくりとして歯周病検診は、40・50・60・

70 歳の節目年齢の方全員へ個別通知による歯科医院での受診勧奨をしています。

また集団成人歯科健診は特定健診等と同日に歯科健診が受けられる会場を 2 会

場から 8 会場に増やし目標を達成しました。 

 

② 評価 

歯周病検診の受診率は策定当時と比

べ減少しています。集団健診の会場で

の成人歯科健診は、歯科健診のために

来場した方もおり口腔ケアの啓発の機

会となりました。 

 

 

 

 

 

 

働き盛り世代 出典 策定時 
現状値 

R1 年 

目標値 

R2 

達成 

状況 

１ 歯周病検診を受ける人 
歯周病

検診 
12.0% 10.1％ 30.0% × 

２ 歯周病を知っている人 ＊ 50.9% - 70.0% - 

３ 歯間部清掃用器具を使用している 
歯周病

検診 
23.8% 25.1％ 40.0% ○ 

４ 
食後３回と就寝前に１日３回以上歯

みがきをしている人 
＊ 24.1% - 50.0% - 

５ 成人歯科健診（集団）の会場 
特定健

康診査 
２会場 8 会場 ７会場 ◎ 

 

2 2

4

6

7

8

0

1

2
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6

7

8

9
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会場数
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(%)
歯周病検診の受診率
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【評価】 

  個別歯周病検診や集団成人歯科健診を実施しましたが受診率が低く、年 1 回

以上、歯科健診で定期健診を受けている人も 4 割です。 
  歯間部清掃用具を使用している人の割合は、わずかに増加しました。歯間部 

清掃用器具への関心が低いことについては、使用方法を知らない、面倒等の理由

が考えられます。 

 

【課題】 

受診率向上に向けての取組が大切です。集団成人歯科検診の会場数については、

目標は達成したものの、診察場所や機材、専門職の確保が課題となっており、今

後は見直しが必要です。 

日々の生活習慣の中では、適切な口腔ケアを毎日継続することが望ましいです

が、仕事環境や外出先の環境によってはできないことも推察されます。公私とも

に忙しい働き盛り世代の生活スタイルにあった口腔ケアの方法を啓発していく

必要があります。働き盛り世代と保健医療の専門職の接点は少ないため職場や歯

科医師など関係機関と連携して、適切な口腔の清掃習慣・生活習慣の改善・定期

的な歯科受診など正しい知識を普及していく必要があります。 

 

（３）今後の取組 

健診を受けやすい環境づくりとして都合に合わせて受診しやすい個別の歯周

病検診を実施し勧奨していきます。歯周病検診の問診項目から現状を評価するこ

とで生活実態に合わせて取り組みやすい口腔ケア習慣を提案していきます。 

特定健診、健康教育や健康相談、健康学習会などの機会を通し、歯や口の健康

と体の健康についての正しい知識を提供し、家族ぐるみで取り組んでいただける

よう啓発していきます。また、該当される方には特定保健指導における禁煙指導

を強化していきます。 

 

〇 歯周病検診の受診率向上に向けた普及啓発 

〇 歯の健康に関するパンフレットを健（検）診の場で配布 

〇 特定健診会場を活用した国保加入者へのポピュレーションアプローチ 

〇 特定保健指導での禁煙指導を強化 

〇 高校、職域と連携した出前講座の実施 

〇 健康推進員が地域の集まり等で歯や口の健康講話を実施 
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【それぞれの役割】 

ア 定期的な歯科健診を受けやすい環境づくりに取り組む。 

 

働き盛り世代は公私共に忙しい生活を送っており、自らの健康管理のために

費やす時間が短くなりがちです。歯の痛みや口腔内に不具合が無い状態で歯科

受診や歯科健診を受けるなど、歯や口の健康管理は後回しとなりやすい状況に

あります。 

一生、自分の歯でおいしく食べ、食べることを楽しめるように、定期的に健

診を受け自らの健康管理ができるよう働きかけます。 

  

  

 

 

 

  

市民 

・歯周病検診を受ける。 

 ・1 年に 1 回定期健診を受ける。 

 ・夜寝る前の歯みがきをする。 

 ・口腔ケアで歯間部清掃器具を使用する。 

 ・歯や口の健康と全身の健康が関連することに関心

をもち、家族ぐるみで適切な生活習慣を実践する。 
 

行政 

・歯科医師会、歯科衛生士などと連携し、 

定期的な健診の重要性を広める。 

・職場で歯の衛生に関するポスターを掲示 

し、歯の衛生週間ではチラシ等で広報に 

努める。 

・健診、健康教育・相談、健康学習会など保 

健事業を通し、歯や口への関心が高まる 

よう正しい知識を啓発する。 

・事業所と連携し、歯みがきや歯間部清掃 

器具を用いた口腔ケアを推奨する。 

 

関係機関 

・歯周病検診を推進し、６０２４（60

歳で 24 本の歯を！）を目指す。 

・歯みがきや歯間部清掃器具について 

正しい知識を啓発する。 
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３ 活躍盛り世代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目指す姿（願い） 

・歯や口の健康への意識を高め、自ら口腔ケアを実践することで健康を維持 

できる。 

おいしく食べるための生活習慣の継続 

 

１ 歯や口の健康に関心を持ち続け、正しい歯みがきの仕方や入れ歯の手

入れ方法を知り、実践する。 

２ 何でもおいしく食べられるように、噛む力、飲み込む力の低下を防ぐ。 

１ 定期的な歯科健診が受けやすい環境づくりに取り組む。 

２ 健
けん

口
こう

が健康維持につながることを周知する。 

基本方針 

中目標 

重点取組 
 

いつまでもおいしく食べて健康を保つ。 

 

大目標 
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（１） 現状 

歯や口の健康に関しては、歯周疾患などで歯を失うこと、口腔内の汚れによ

り誤嚥性肺炎や心疾患など、全身疾患を引き起こすなど様々な健康問題が増え

る世代です。 

80 歳になっても自分の歯を 20 本以上保つ（8020 運動）ことで、生涯にわ

たり自分の歯でおいしく食べることができます。近年、定期受診や歯科健診を受

け、自己管理することで 8020 を達成する人の割合は高くなってきています。歯

科医師会との協力のもと実施する「佐渡８０２０健口シニア表彰」も応募数  

７０件（令和元年度）と、歯科に関心を持っている人が多くいます。 

しかし、令和元年度歯周病検診の状況を見ると、気になる症状の項目では「口

臭」「噛み具合」「痛み」が多く、入れ歯が合っていない人や、口腔ケアができ

ていないと思われる人もいました。 

むし歯や歯周疾患を予防することは、よく噛んでおいしく食べることや体の健

康維持につながり、さらにコミュニケーションを円滑にするなど、生活する上で

大きな役割をもっています。いつまでも自分の歯でおいしく楽しく食べて、豊か

な人生を過ごすことができるよう、今後も取り組みが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６５歳以上で 20

本以上歯をもって

いる人は 36.2％

です。 

10.8%

25.4%

45.9%

11.2%

6.7%

歯の本数と入れ歯の利用状況

自分の歯は20本以上、

かつ入れ歯を利用

自分の歯は20本以上、

入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、

かつ入れ歯を使用

自分の歯は19本以下、

入れ歯の利用なし

判定できず

【令和２年佐渡市高齢者実態調査（日常生活圏域ニーズ調査）】より（65 歳以上）】 
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【令和元年度後期高齢者歯科健診受診結果】 

 

 

 

１・半年前に比べて硬いものが食べにくくなった 

２・お茶や汁物でむせることがある 

３・口の渇きが気になる 

11.9%

15.8%

14.2%

23.8%

25.8%

25.0%

57.1%

56.7%

56.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

計

現在歯別割合（男女）
0-9本 10-19本 20-28本 29-32本

34.6
25 24.7

35.1
26.3 26

0

20

40

60

80

100

1 2 3

(%) 口腔の状態

Ｈ２９

Ｒ２

口腔の不調ないし機能
の低下を自覚している
人は増加傾向です。 

86.5

11.3

2.2
歯みがきを毎日やっている

はい

いいえ

判定できず

歯みがきを毎日してい
る人は 86.5％です。 
反対に、歯みがきをし
ていない人が 11.3％
もいます。 

受診者の平均現

在歯数は19.6本

でした。 

【令和２佐渡市高齢者実態調査（日常生活圏域ニーズ調査）】より（65 歳以上）】 
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【令和元年度後期高齢者歯科健診受診結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度歯周病健診（個別健診）受診結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.3%

53.2%

56.8%

50.0%

57.1%

39.6%

40.5%

43.8%

28.6%

7.2%

2.7%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.5未満

18.5－24.9

25.0以上

NA

BMIと咀嚼能力評価
良好 普通 要注意

23.0%

17.9%

12.5%

20.0%

20.6%

15.0%

20.5%

37.5%

20.0%

18.1%

54.0%

53.8%

75.0%

60.0%

54.9%

11.5%

9.0%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75-79

80-84

85-89

90-

計

健診結果（年齢階級別）
問題なし 要指導 要治療 NA

やせた人の方が
咀嚼能力で要注
意になる人の割
合が高いです。 

問題なしの人は 
20.6%でした。 
54.6％の人は 
治療が必要な 
状況でした。 
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目標の評価 

 

 

＊策定時 歯の健康に関するアンケート調査（Ｈ２６）６５歳以上の結果 

現状値は 健幸さど２１計画アンケート（Ｒ１年） ９９人実施 

健康推進員など対象の偏りがあり、目安としての参考値とします。 

健康に関して関心度が高い層と考えられます。 

 

 

 

（２）これまでの振り返り 

【取組の状況】 

〇 歯周病検診および後期高齢者歯科健診の実施 

従来から行っている歯周病検診に加え、令和元年度には歯や歯周疾患の早期

発見、口腔機能低下の予防を目的に、後期高齢者歯科健診（76、80 歳対象）

を医療機関又は健診会場で実施しました。受診率は 12.5％でした。（令和２年

度は新型コロナ感染症予防のため健診会場では未実施） 

 〇 健康教育の実施 

健康教育として地区学習会や地域サロンや敬老会で歯科に関する（オーラル

フレイル）講話や口腔体操を実施しました。地域では、健康推進員が紙芝居や

劇などで口腔ケアの大切さを周知したり、口腔体操を実施しています。 

〇 歯科医師会等との連携  

歯科医師会では、歯科フェアの開催や佐渡健口シニア 8020 表彰を実施し、

口腔の健康に 関する意識を高める取組をしています。 

 

【評価】 

   歯周病検診や後期高齢者歯科健診を実施することで、口腔ケアの啓発の機会と

なりました。受診者はまだ少なく、約半数は治療が必要という結果でした。 

活躍盛り世代 出典 策定時 

現状値 

（参考） 

R1 年 

目標値 

R2 

達成 

状況 

１ 歯みがきを１日３回以上する人 ＊ 19.9% 45.1％ 30.0% ― 

２ 定期的に歯科医院を受診する人 ＊ 10.7% 61.0％ 30.0% ― 

３ 8020 達成者（65 歳以上） ＊ 41.3% 61.3％ 50.0% ― 

４ 歯間部清掃用器具を使用している人 ＊ 22.9% 63.3％ 40.0% ― 

５ 成人歯科健診（集団）の会場 ＊ ２会場 ８会場 ７会場 ― 
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令和 2 年佐渡市高齢者実態調査では、口腔ケアへの関心が高い人がいる一方で

口腔に何らかの支障をきたしている人が多くいることも明確になり、両極化して

います。。     

   地区学習会などで、オーラルフレイルについての普及啓発が進んできました。 

【課題】 

健診受診者が少ないことから、健診の受診率向上に向けた取組と定期的な受診

行動がとれるようにしていく必要があります。 

全身の健康状態を維持するためにも、自分の歯や口に関心を持ち、日頃からの

口腔ケアの意識づけが重要です。特に高齢者は噛むことが困難になると食事の偏

りにつながりやすく、低栄養からフレイルが進み要介護状態に結びついていくこ

とも心配されます。介護予防の観点からも、積極的な取組が必要です。 

 

（３）今後の取組 

〇 定期歯科健診の重要性及び口腔ケアについて普及啓発します。 

メディア等を活用した歯科保健に関する普及啓発をすすめます。 

〇 フレイル予防の一環として口の健康を推進していきます。 

フレイル健診の問診で口腔の気になる項目に該当する人の健康相談や通いの場

でオーラルフレイル※の健康教育を実施します。 

〇 歯科医師会等関係機関と連携し取り組みます。 

   佐渡健口シニア８０２０表彰の継続を普及啓発します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

用語説明 

※オーラルフレイル：食物を噛んだり飲み込んだりする機能が低下したり、滑舌が

悪くなったりするなど“口”に関連する機能が低下しつつある状態のこと。 
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【それぞれの役割】 

ア 定期的な歯科健診が受けやすい環境づくりに取り組む 

 イ 健
けん

口
こう

が健康維持につながることを周知する 

 

80 歳で 20 本以上、自分の歯を保っている人は増えています。しかし、歯

や口の手入れや健全歯の状況をみると格差が広がっています。 

歯や口に関する意識を高め定期的に健診を受け、不具合が生じたら早めに受

診するよう意識づけや環境づくりに取り組んでいきます。 

口腔ケアをすることで、むし歯や歯周病、フレイル予防をし健康な生活を維

持できるよう働きかけます。 

  

 

行政 

・健康相談や健康教育等で、口の健康の大切さや定期歯科健診の重要性

について普及啓発する。 

・佐渡健口シニア 8020 表彰を行い、口の健康について意識を高める。 

・歯周病検診、後期高齢者歯科健診を周知し受診勧奨を行う。 

 ・高齢者の歯や口の状況を把握し、指導する。 

 ・歯科健康教育やメディアを活用し、口腔機能向上の重要性を伝える。 

 

関係機関 

・歯科医や歯科衛生士等が、健康相談・健康教育を行い、口の健康の大

切さや定期健診の重要性について普及啓発する。 

・歯科医師会が歯の健康フェアで 8020 表彰を行い、口の健康につい

て意識を高める。 

・健康推進員が地域の集会で、健康講話や口の体操をする。 

 

市民 

・歯みがきや入れ歯の手入れ、口の体操を習慣にする。 

 ・よく噛み、よく話すことを実践する。 

 ・かかりつけ歯科医をもち、定期歯科健診や適切な受診をする。 

 ・歯や口の健康に関心を持ち、健康相談や歯科健康教育に参加する。 
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４ 介護を要する方・障がいがある方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目指す姿（願い） 

・介護者が状態にあった歯みがきの仕方を知る機会や、情報交換の場がある 

・障がいがあっても自分に合った口腔ケアができる 

歯や口の適切なケアによる健康の維持・向上 

 

１ 歯科治療や口腔ケアを受ける。 

２ 介護者が適切な口腔ケアについての意識を高める。 

歯科治療や健診が受けられる環境づくりに取り組む。 

基本方針 

中目標 
 

重点取組 
 

歯や口の健康は全身の健康につながることを意識した生活を送る。 

大目標 
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（１） 現状 

障がいがあっても口からおいしく食べ、口腔内を健康に保つことは重要です。 

介護通所施設では誤嚥性肺炎予防の意識が高くなり、口の体操や食後の歯み

がきなど口腔ケアに力を入れている施設が増えてきています。さらに入所施設

では定期的に歯科健診を行っています。特別支援学校でも、歯科健診や給食後

に仕上げみがきや歯みがきの確認をしています。 

それぞれの施設で口腔ケアに取組んでいますが、在宅介護では口腔ケアが後

回しになりがちであり、心身の状態により歯みがきや治療が受けられない方も

います。介護者が適切なケアの仕方を知って、障がいがあってもその人に合っ

た口腔ケアをすることが大切です。 

  

令和元年度から在宅要介護者等歯科保健推進事業の実施要件が変更されたた 

め、利用者は減少していますが、現在は「在宅歯科医療連携室」が窓口となり、

令和元年度は 71 件相談や訪問等を実施しています。 

                  

障がいのある方の中には、口腔内の汚れや喪失歯が多いなどの印象があります。 

口腔ケアの実態は把握できておらず、定期的な歯科受診や意識づくりが必要です。 

 

目標の評価 

＊Ｈ30 年度の在宅要介護者等歯科保健推進事業 24 件、在宅歯科医療連携医室での

相談、訪問 32 件 

 

（２）これまでの振り返り 

【取組の状況】 

〇 精神障がい者地域生活支援事業やリハビリ教室の中で、保健師が歯科講話を行

いました。 

〇 佐渡保健所が主催する歯科保健調査企画連携協議会に参画しました。 

 

【評価】 

   介護を要する方や、障がいのある方の口腔に関する状況は把握できていません。 

   その要因の一つとして、ケアマネージャーが在宅歯科医療の申し込みができる 

ようになったことがあります。必要に応じて関係機関と連携し、在宅歯科医療等

介護を要する方・障がいがある方 出典 策定時 
現状値 

H30 年 

目標値 

R2 

達成 

状況 

１ 訪問歯科診療を利用する人 ＊ 31 件 56 件 50 件 ◎ 
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の周知をする必要があります。 

また、令和元年度から佐渡保健所主催の歯科保健調査企画連携協議会で障害児 

（者）の歯科保健について検討しています。今後も継続して検討し取り組んでい 

く必要があります。 

 

【課題】 

   介護を要する方や、障がいのある方の口腔に関する現状と課題を、関係機関と

連携して情報共有する必要があります。 

 

（３）今後の取組 

 〇 関係団体や関係課との連携 現状の共有と役割調整 

 〇 障がいのある方への歯科教育 

 

【それぞれの役割】 

口腔ケアの意識が高まり、心身の状態に関係なく訪問歯科健診や介護教室な

どを周知して、必要な時に治療や健診が受けられるよう取り組みます。 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民 

・歯みがきをする。 

・定期的に歯科健診を受ける。 

・口腔ケア教室に参加する。 
      

行政 

・訪問歯科健診、訪問歯科診療を周知する。 

・本人、保護者、介護者に歯みがき指導を行う。 

関係機関 

・介護施設で口腔ケア教室の開催、歯みがきや口の体操など、歯科保健指導

を行う。 

・在宅サービスのスタッフは口腔ケアや歯みがきを一緒に行い、正しい歯み

がきの方法を伝える。 

・関係機関で連携して、ケアプランに口腔ケアなどの口腔機能向上プログラ

ムを取り入れる。 

・歯科医師会で定期健診の重要性を伝え、受診困難者には在宅歯科医療につ

いて周知する。・在宅歯科医療連携室で在宅歯科診療を推進する。 
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第３節 主な事業の目的・目標と評価指標 

 事業名 事業目的 事業の目標 

親
に
な
る
意
識
を
も
つ 

妊婦歯科健診 妊娠期からの歯周疾患 

予防の意識の啓発をす

る。 

胎児期からの健やかな発育のため

に妊娠中の歯肉炎予防と口腔ケア

への意識が高まる。 

 

パパとママの

ためのマタニ

ティセミナー 

親になる前に生活習慣 

の見直しができる。 

妊娠期からの食習慣・生活習慣の

問題に気づき改善できる。 

生
活
習
慣
を
確
立
す
る 

乳幼児健診 

離乳食講習会 

むし歯予防・噛むため

の口の仕組みを知り、

実践できる。 

 

おやつの適正摂取がわかる。 

児の歯の状態や歯みがきの仕方が

わかり、実践できる。 

噛む大切さがわかる。 

フッ化物歯面塗布 

フッ化物洗口 

むし歯予防をする。 むし歯予防だけでなく、子ども自

身が歯の健康に関心がもてる。 

健康教育 

健康相談 

適切な口や歯の手入れ

方法がわかり実践でき

る。 

むし歯予防や歯周病予防、オーラ

ルフレイル予防の方法を知る。 

歯
の
健
康
管
理
を
す
る 

歯周病検診 むし歯や歯周病の早期

発見とその予防ができ

る。 

歯周病予防への関心を持ち口腔ケ

アができる。 後期高齢者歯

科健診 

訪問歯科健診 要介護者などが自宅で

歯科健診、口の相談が

受けられる。 

口腔の状態を良くすることで介護

負担の軽減を図る。 

訪問歯科診療 要介護者などが自宅で 

歯科診療が受けられ

る。 

市民活動 

 健康推進員 

 しまびと 

 元気応援団 

計画推進のグループと

して健康づくりを実践

する。 

 

健康づくりを通して人や地域とつ

ながる。 

 

連 

 

携 

さど歯っぴー

キッズプロジ

ェクト 

歯科保健調査

企画連携協議

会 

歯科医師会や保健所と

連携し、歯科対策を推

進する 

歯科に対する関心を高める。 



34 

 

評価指標（新しい評価項目） 

【育ち盛り】 

評価項目 基礎データ

の根拠 

現状 

（Ｈ３０） 

目標 

(Ｒ７) 

おやつの回数（1 日 2 回以下）

や量を決めている割合（1.6 歳

児、3 歳児） 

健診アンケ

ート調査 

89.2％ 90.5％ 

仕上げみがきを実施している割

合（1.6 歳児、3 歳児） 

健診アンケ

ート調査 

87.1％ ９0.0％ 

1 日３回歯みがきを実施してい

る割合（小学生） 

生活習慣 
アンケート 

＊ 80.0％ 

12 歳児一人平均むし歯本数 県統計 0.25 本 0.5 本 

３歳児むし歯有病率 県統計 21.4％ 15.0％ 

５歳児むし歯有病率 県統計 48.9 本 40.0％ 

フッ化物歯面塗布受診率 受診率 63.1％ 80.0％ 

フッ化物洗口実施者率 受診率 90.3％ 93.0％ 

妊婦歯科健診受診率 受診率 44.0％ 50.0％ 

＊ 参考値 歯の健康に関するアンケート（Ｈ25） ４９．７％ 

【働き盛り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 基礎データ

の根拠 

現状 

（Ｒ１） 

目標  

(Ｒ７) 

歯周病検診を受ける人 歯周病検診 10.1％ 30.0％ 

歯間部清掃用器具を使用してい

る 

歯周病検診 25.1％ 40.0％ 

夜寝る前に歯みがきをしている

人 

歯周病検診 80.2％ 90％ 

家族や周囲の人々が日頃歯の健

康に関心がある 

歯周病検診 58.8％ 65％ 

年に 1 回以上は歯科医院で定期

健診を受ける 

健診時アン
ケート 

Ｒ３健診時把握 45％ 

60 歳で自分の歯が 24 本以上

ある 

歯周病検診 84.3％ 90％ 
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【活躍盛り】 

評価項目 基礎データ

の根拠 

現状 

（Ｒ１） 

目標  

(Ｒ７) 

歯みがきを毎日する人 

（65 歳以上） 

高齢者実態
調査 

86.5％ 90％ 

年に 1 回以上は歯科医院で定期

健診を受ける 

健診時アン
ケート 

Ｒ3 健診時把握 5％ 

増加 

8020 達成者 佐渡市高齢
者実態調査 

36.2％ 50.0％ 

後期高齢者歯科検診を受ける人 後期高齢者
歯科検診 

12.5％ 17.5％ 

 

【障がい・介護】 

評価項目 基礎データ

の根拠 

現状 

（Ｒ１） 

目標  

(Ｒ７) 

障がい児（者）への歯科教育   ４件 増加 
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第１節 計画の進行管理と評価 

１ 進行管理 

設定した目標(指標・取組・連携方策) の進捗状況について、毎年度検証を行 

い、施策に反映します。 

 

２ 最終評価 

佐渡市健康づくり推進懇談会で必要に応じ見直しを行います。 

計画の最終年度である令和 7 年度には、目標の達成状況を検証・評価し、次

期計画づくりに反映させます。 

 

第２節 計画の検討体制 

１ 歯科保健担当者会議 令和 2 年 4 月～令和 3 年 1 月 ６回 

２ 計画推進担当者会議 令和 2 年 4 月～令和 3 年 1 月 １０回 

 

3 健康づくり懇談会 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 内容 参加者

数 

令和 3 年 1 月 21 日 現状と課題・今後の取組について 

 

２８名 

<会議で出された意見> 

・なぜ噛まなくてはならないか、噛む効果を知りたい。 

・柔らかいものばかりで噛む経験がない。 

・子どものころからの習慣だなあ。 

・むし歯も感染症だと知った。 

・歯医者に行きたくても仕事を休んでまでいけない。 

・やらざるを得ない環境づくりも必要 など 

 

 


